
 

第
一
席 

午
前
九
時
半
～
十
一
時
十
分 

第
二
席 

午
前
十
一
時
十
分
～
十
二
時
五
十
分 

第
三
席 

午
後
十
二
時
五
十
分
～
二
時
半 

第
四
席 

午
後
二
時
半
～
四
時
十
分 

 

＊
開
始
時
間
十
分
前
に
は
お
出
で
下
さ
い
。 

六
月

七
日

 

日
曜
日 

平

成

二

七

年 

6月 16日は 

和菓子の日 

 
 

か

じ

ょ

う 

ち

ゃ

か

い 

嘉

祥

茶

会 

会場  砂丘館 座敷･居間･茶の間 

定員  各回 15 名 

参加料 2,000 円 
 
主催 砂丘館 

協力 丸屋本店 
 
申し込み 電話/ファックス 025-222-2676（砂丘館） 

または E-mail sakyukan@bz03.plala.or.jp へ 

＊ファックス、E-mail でお申込の場合は連絡先（電話番号）、人数を併記してください。 

 

 

内
容 

 

嘉
祥
由
来
の
お
話 

講
師 
坪
井
蓉
子
（砂
丘
館
し
つ
ら
い
教
室
講
師
） 

 

嘉
祥
菓
子
の
お
話
と
和
菓
子
作
り
体
験 

講
師 

渡
辺
孝
見
（和
菓
子
技
能
者
一
級
技
能
士 

丸
屋
本
店 

和
菓
子
部
技
術
部
長
） 

   

嘉
祥
茶
会 山

家
宗
禮
社
中
（裏
千
家
） 

 

嘉
祥
の
儀
は
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
年
）
六
月
十
六
日
に
十
六
の
数
に
因
ん
だ
菓
子
を
神
前
に
供
え
、
疫
病
除
け
を

祈
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
十
六
の
一
と
六
を
足
し
た
七
種
類
の
お
菓
子
「
七
嘉

祥
」を
こ
の
日
に
食
べ
る
と
災
い
を
祓
い
、
幸
福
を
招
く
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
。 

＊
エ
プ
ロ
ン
を
ご
持
参
下
さ
い
。 

 

 

 

 

和
菓
子
を
め
ぐ
る
歴
史
を
学
び
、 

和
菓
子
作
り
を
体
験
し
て
楽
し
む
お
茶
会
で
す
。 

 

嘉祥菓子 

古の文献から再現されたもの 

中央：豊岡の里  

右上から時計回りに武蔵野・伊賀餅・桔梗餅・浅路飴・味噌松風・源氏籬 

予約販売価格 2,000 円 

 

砂丘館 

●新潟市西堀地下駐車場をご利用の方は、駐車券提示にて 1時間分の無料券を差し上げます。 

 

西堀地下駐車場 


